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研究課題 '06-09
日本列島のオオミズナギドリ繁殖地における微小真菌相の解明
岡 奈理子((財)山階鳥類研究所研究部)

矢 口 貴 志(千葉大学真蘭医学研究センタ…，系統・化学分野)

研究成果
外洋性海鳥オオミズナギドリは，採餌城が広く，その
な繁殖地は御蔵島である.これまで海鳥の繁殖地の
真蘭相を解明した研究例はほとんどない.そこで，御蔵
島において，オオミズナギドリの巣穴土壌，巣材，羽毛，
糞などを採集し，それらから真菌の分離を試みた.
採集した各試料から接合菌類 4腐，子嚢菌類 1腐，不
完全菌類 13属の計 18属の菌類が分離同定された.この
うち巣穴内の土嬢，羽毛および糞の各試料から， 400C付
近で良好な生育を示す菌が多数分離された.また，ケラ
研究諜題 '06-10
チン分解菌である Chヴ'so.ザorium属商が巣穴内の土壊と
羽毛から複数分離された.しかし，対照区の土壌からは
上述の蘭の分離頻度は低くかった.以上の結果は，巣穴
が高温多湿な状態に保たれ，ケラチンを含む物質が農嘗
に供給されているオオミズナギドリのコロニ…の菌類相
を特徴づける結果と考えられる.また，巣穴内の土壌か
ら分離された高温菌に Talaromyceseburneusが含まれてい
た.本薗種は，閣内では食品からの分離例があるが?環
境からは初めてである.以上を合めこれまでの研究成果
をまとめて論文投稿中である.
真菌症原因菌に対する抗酸化剤の影響評価
鳥 浩介(国立医薬品食品衛生研究所)
田 口 英 昭(千葉大学真菌医学研究センタ… F生態分野)
補 島 和 貴(千葉大学真菌医学研究センター，真菌資源開発分野)
緑茶から抽出された EGCg(Epigalloωcatechin-3O幽 “ 
galate)の Aspergillusfumigatus 7株および Trichophyton 
mentagropめItes7株に対する抗真蘭効果を評価した.その
結果，A.fum伊tus全株に対して抗真菌効果が認められ
なかったが，T.mentagropめItesでは Candida属で得られた
結果と同様に上市谷れている抗真菌剤 6種との比較では 
FLCZと同程度の効果が明らかになった.今後，更に糸
状閣の薗穏を増やして検討するとともに EGCgの脂肪
酸誘導体が合成されているので酵母および糸状蘭に対す
る効果についても検討する予定である.
研究成果
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